
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の基準電圧から正の方向に向かって増減する正極性の入力電圧を受け入れて、接続
される正極信号線に前記正極性の入力電圧に等しい値の電圧を出力する正極性帰還増幅器
を有する正極性動作回路と、
　前記所定の基準電圧から負の方向に向かって増減する負極性の入力電圧を受け入れて、
接続される負極信号線に前記負極性の入力電圧に等しい電圧を出力する負極性帰還増幅器
を有する負極性動作回路と、を含む液晶ディスプレイ用駆動回路であって、
　ポジティブな制御信号に基づいて、前記正極性帰還増幅器の出力ノードと帰還ノードと
の間の正帰還遮断制御を行う正極性制御スイッチを有し、前記正帰還遮断制御の期間、前
記正極信号線の容量性負荷の正極性電圧を前記正極性帰還増幅器の帰還ノードへ帰還し、
該容量性負荷の正極性電圧と前記正極性入力電圧とを比較し、前記正極性入力電圧の増減
を検出する正極性入力電圧増減検出部と、
　前記正極性入力電圧増減検出部で前記正極性入力電圧の減少を検出し、該検出を示す出
力を前記正極性帰還増幅器の出力ノードから受けると、前記正極信号線の容量性負荷の放
電を加速させる放電加速部と、
　ポジティブな制御信号に基づいて、前記負極性帰還増幅器の出力ノードと帰還ノードと
の間の負帰還遮断制御を行う負極性制御スイッチを有し、前記負帰還遮断制御の期間、前
記負極信号線の容量性負荷の負極性電圧を前記負極性帰還増幅器の帰還ノードへ帰還し、
該容量性負荷の負極性電圧と前記負極性入力電圧とを比較し、前記負極性入力電圧の増減

10

20

JP 3707055 B2 2005.10.19



を検出する負極性入力電圧増減検出部と、
　前記負極性入力電圧増減検出部で前記負極性入力電圧の減少を検出し、該検出を示す出
力を前記負極性帰還増幅器の出力ノードから受けると、前記負極信号線の容量性負荷の充
電を加速させる充電加速部と、を備えることを特徴とする液晶ディスプレイ用駆動回路。
【請求項２】
　 に記載の液晶ディスプレイ用駆動回路において、
　前記放電加速部は、Ｐ型トランジスタからなり、該Ｐ型トランジスタのゲートは前記正
極性帰還増幅器の の正極性出力電圧を、該Ｐ型トランジスタのドレインは

容量性負荷の正極性電圧を受け入れて、該Ｐ型トランジスタのソースは前記
所定の基準電圧に維持され、前記正極性入力電圧増減検出部が、前記正極性入力電圧の減
少を検出するとオンして 容量性負荷を放電させ、
　前記充電加速部は、Ｎ型トランジスタからなり、該Ｎ型トランジスタのゲートは前記負
極性帰還増幅器の の負極性出力電圧を、該Ｎ型トランジスタのドレインは

容量性負荷の負極性電圧を受け入れて、該Ｎ型トランジスタのソースは前記
所定の基準電圧に維持され、前記負極性入力電圧増減検出部が、前記負極性入力電圧の減
少を検出するとオンして 容量性負荷に充電させることを特徴とする液晶
ディスプレイ用駆動回路。
【請求項３】
　 に記載の液晶ディスプレイ用駆動回路において、
　前記容量性負荷への充放電を補償すべく前記Ｐ型トランジスタのソースと前記Ｎ型トラ
ンジスタのソースは ことを特徴とする液晶ディスプレイ用駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶ディスプレイ用の駆動回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、従来の液晶駆動回路の回路図である。
図の上から順番に（ａ）正極性動作回路、（ｂ）負極性動作回路、（ｃ）各動作回路の動
作のタイムチャートを表している。
図より、従来の液晶ディスプレイ用の駆動回路は、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）と、負
極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）とを備える。正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の（＋）端子に
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が入力され、その正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
制御スイッチＳＷ３を介して信号線の寄生容量Ｃ１へ供給される。
【０００３】
更に、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の（＋）端子に負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が
入力され、その負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、制御スイッチＳＷ３を介して信号線
の寄生容量Ｃ２へ供給される。この正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）と、負極性帰還増幅器
ＡＭＰ（Ｎ）は一対になって２本の信号線に接続される。通常この２本の信号線は液晶デ
ィスプレイ装置上に隣接して並ぶ２個の液晶ドットに接続される場合が多い。更に、正極
性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）及び負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の接続は、信号線間で所定
の時間間隔毎に相互に切換られる。これは、液晶ディスプレイ装置を長寿命化させるため
である。
【０００４】
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）及び負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、負荷（ここでは信
号線の寄生容量Ｃ１、Ｃ２）の大小に関係なく入力電圧に等しい電圧を出力するボルテー
ジフォロアである。ここで、電源電圧ＶＤＤの１／２の電圧を中間電圧ＶＭと定める。
【０００５】
この中間電圧ＶＭを基準電圧にして電源電圧ＶＤＤの方向に向かって増減する入力電圧を
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）と定め、中間電圧ＶＭを基準電圧にしてグランド電圧Ｖ
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ＳＳの方向に向かって増減する入力電圧を負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）と定める。同
様に、この中間電圧ＶＭを基準電圧にして電源電圧ＶＤＤの方向に向かって増減する出力
電圧を正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）と定め、この中間電圧ＶＭを基準電圧にしてグラ
ンド電圧ＶＳＳの方向に向かって増減する出力電圧を負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）と
定める。即ち、正極性階調電圧は、中間電圧ＶＭを基準として電源電圧ＶＤＤへ向かって
ＶＵ１、ＶＵ２、ＶＵ３、と増大する階調電圧であり、負極性階調電圧は、中間電圧ＶＭ
を基準としてグランド電圧ＶＳＳへ向かってＶＤ１、ＶＤ２、ＶＤ３、と増大する階調電
圧である。
【０００６】
通常、例えばネマチック液晶を用いる場合には、図示していない他の構成によって、中間
電圧ＶＭで液晶に印加される電界強度が０となり、光が透過し難い状態になる。一方、正
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）、又は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）が大きくなるほ
ど液晶に印加される電界強度が大きくなり光が透過しやすい状態になる。従って、上記の
ように２本の信号線の間で所定の経過時間毎に正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）及び負極性
帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の接続切換を実行しても再現画像に影響を与えることはなくなる
。
【０００７】
一例として、中間電圧ＶＭを中心にして線対称になっている正極性入力階調電圧ＤＡＣ（
Ｐ）と負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とが、それぞれ正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）及
び負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）に入力された場合について説明する。通常、隣り合うド
ット間での輝度の差は等しい場合が多いので、かかる状態が多く出現する。この状態での
各電圧の変化を表した図が（ｃ）である。
【０００８】
（ｃ）では、一例として、時刻Ｐ１でＶＵ１からＶＵ３に増加し、時刻Ｐ２でＶＵ３から
ＶＵ２に減少し、時刻Ｐ５でＶＵ２からＶＵ３に増加する正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ
）が正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）に入力され、時刻Ｐ１でＶＤ１からＶＤ３に増加し、
時刻Ｐ２でＶＤ３からＶＤ２に減少し、時刻Ｐ５でＶＤ２からＶＤ３に増加する負極性入
力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）に入力された場合のタイムチャ
ートを表している。
【０００９】
このとき、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）では、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が時刻
Ｐ１でＶＵ１からＶＵ３に増加する場合には、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が、迅速
にＶＵ３に追随している。しかし、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、時刻Ｐ２でＶＵ
３からＶＵ２に減少する場合には、本来、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が時刻Ｐ３で
ＶＵ２まで減少すべき筈であるが、追随できずに時刻Ｐ４で、やっとＶＵ２に減少してい
る。又、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）が、時刻Ｐ１でＶＤ１からＶＤ３に減少する場合
には、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）が、迅速にＶＤ３に追随しているが、時刻Ｐ２で
ＶＤ３からＶＤ２に減少する場合には、本来、時刻Ｐ３でＶＤ２まで減少すべき筈である
が、追随できずに時刻Ｐ４で、やっとＶＤ２に減少している。
【００１０】
この現象は、容量性負荷が接続される正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）、又は負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）として用いられているボルテージフォロアに共通する現象である。即ち
、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）では、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を増加させる動
作は迅速であるが、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を減少させる動作は、緩慢である。
この事実は一般に良く知られている。又、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）でも、負極性出
力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を増加させる動作は迅速であるが、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（
Ｎ）を減少させる動作は、緩慢である。この事実も一般に良く知られている。この状態の
ままでは液晶表示装置の画面上に画像を正確に再現することができない。
【００１１】
そこで、上記のように２本の信号線の間で所定の時間間隔毎に正極性帰還増幅器ＡＭＰ（
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Ｐ）及び負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の接続切換を実行する際に制御スイッチＳＷ３を
短絡して寄生容量Ｃ１と、寄生容量Ｃ２に充電されている電荷を一旦中間電圧ＶＭに戻し
た後、動作を開始させることとしている。この制御スイッチＳＷ３の周辺構成については
後に具体例の中で詳細に説明する。
あるいは又、かかる問題の発生を未然に防止するための構成も公開されている（例えば、
特許文献１、特許文献２参照）。
【００１２】
【特許文献１】
特開平１１－９５７２９号公報（第５頁、図１）
【特許文献２】
特開２００２－２２９５２５号公報（要約）
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように、所定の時間間隔で正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）及び負極性帰還増幅器Ａ
ＭＰ（Ｎ）の接続切換を実行する毎に制御スイッチＳＷ３を短絡して寄生容量Ｃ１と、寄
生容量Ｃ２に充電されている電荷を一旦中間電圧ＶＭに戻した後、動作を開始させる方法
には、以下に記すような解決すべき課題が残されている。即ち、上記接続切換が上記所定
の時間間隔毎に実行される場合には効果的に作用するが、上記所定の時間間隔の２倍の間
隔毎、３倍の間隔毎、・・・と切換周期が長くなると、同一周期内で信号レベルが減少す
る場合も発生してくる。このような場合には信号レベルが減少しても接続切換が実行され
ないので、依然として上記不都合が発生するので効果が小さくなる。接続切換が実行され
ない限り寄生容量Ｃ１と、寄生容量Ｃ２の電圧は中間電圧ＶＭに戻らないからである。
【００１４】
又、所定の時間間隔毎に実行される場合であっても、隣接して並ぶドット間で輝度が異な
る場合には、寄生容量Ｃ１と、寄生容量Ｃ２に蓄えられている電荷量が等しくないので中
間電圧ＶＭに戻りにくくなる。更には、上記特許文献１、特許文献２の場合では、回路規
模が大きくなってチップ面積の増大及びコストアップに繋がるという解決すべき課題が残
されている。本発明の目的は、かかる課題を解決し、コストアップに繋がらず、且つ、効
果の大きい液晶ディスプレイ用駆動回路の実現にある。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は以上の点を解決するため次の構成を採用する。
〈構成１〉
　所定の基準電圧から正の方向に向かって増減する正極性の入力電圧を受け入れて、接続
される 信号線に前記正極性の入力電圧に等しい値の電圧を出力する正極性帰還増幅器
を有する正極性動作回路と、上記所定の基準電圧から負の方向に向かって増減する負極性
の入力電圧を受け入れて、接続される 信号線に上記負極性の入力電圧に等しい電圧を
出力する負極性帰還増幅器を有する負極性動作回路とを含む液晶ディスプレイ用駆動回路
であって、
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ポジティブな制御信号に基づいて、正極性帰還増幅器の出力ノードと帰還ノー
ドとの間の正帰還遮断制御を行う正極性制御スイッチを有し、正帰還遮断制御の期間、正
極信号線の容量性負荷の正極性電圧を正極性帰還増幅器の帰還ノードへ帰還し、該容量性
負荷の正極性電圧と前記正極性入力電圧とを比較し、正極性入力電圧の増減を検出する正
極性入力電圧増減検出部と、正極性入力電圧増減検出部で正極性入力電圧の減少を検出し
、該検出を示す出力を正極性帰還増幅器の出力ノードから受けると、正極信号線の容量性
負荷の放電を加速させる放電加速部と、ポジティブな制御信号に基づいて、負極性帰還増
幅器の出力ノードと帰還ノードとの間の負帰還遮断制御を行う負極性制御スイッチを有し
、負帰還遮断制御の期間、負極信号線の容量性負荷の負極性電圧を負極性帰還増幅器の帰
還ノードへ帰還し、該容量性負荷の負極性電圧と前記負極性入力電圧とを比較し、負極性
入力電圧の増減を検出する負極性入力電圧増減検出部と、負極性入力電圧増減検出部で負
極性入力電圧の減少を検出し、該検出を示す出力を負極性帰還増幅器の出力ノードから受



【００１７】
〈構成２〉
　構成１に記載の液晶ディスプレイ用駆動回路において、放電加速部は、Ｐ型トランジス
タからなり、該Ｐ型トランジスタのゲートは正極性帰還増幅器の出力ノードの正極性出力
電圧を、該Ｐ型トランジスタのドレインは正極信号線の容量性負荷の正極性電圧を受け入
れて、該Ｐ型トランジスタのソースは所定の基準電圧に維持され、正極性入力電圧増減検
出部が、正極性入力電圧の減少を検出するとオンして正極信号線の容量性負荷を放電させ
、充電加速部は、Ｎ型トランジスタからなり、該Ｎ型トランジスタのゲートは負極性帰還
増幅器の出力ノードの負極性出力電圧を、該Ｎ型トランジスタのドレインは負極信号線の
容量性負荷の負極性電圧を受け入れて、該Ｎ型トランジスタのソースは所定の基準電圧に
維持され、負極性入力電圧増減検出部が、負極性入力電圧の減少を検出するとオンして負
極信号線の容量性負荷に充電させることを特徴とする液晶ディスプレイ用駆動回路。
【００１８】
〈構成３〉
　構成２に記載の液晶ディスプレイ用駆動回路において、容量性負荷への充放電を補償す
べくＰ型トランジスタのソースとＮ型トランジスタのソースは相互に接続されることを特
徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）が、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を減少させる動作の
緩慢さを解決するために、本発明では、正極性動作回路に、容量性負荷の放電を加速させ
る放電加速部を備える。又、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）が、負極性出力階調電圧ＯＵ
Ｔ（Ｎ）を減少させる動作の緩慢さを解決するために、容量性負荷の充電を加速させる充
電加速部を負極性動作回路に備える。更に、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）の減少を検
出するための、正極性入力電圧増減検出部を正極性動作回路に、及び、負極性出力階調電
圧ＯＵＴ（Ｎ）の減少を検出するための、負極性入力電圧増減検出部を負極性動作回路に
備える。
【００２０】
このようにして、切換周期に関係なく、且つ、隣接するドットの輝度レベルに関係なく良
好な特性を得ることができる。かかる目的を達成するための具体例について以下に説明す
る。
以下、本発明の実施の形態について説明する。
本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路は、二つの大きな基本構成部分から構成されて
いるので、最初にこれら基本構成部分それぞれの内容について説明し、その後に全体とし
ての構成及び動作について説明する。
【００２１】
図１は、本発明の基本構成部分のブロック図である。
（ａ）は、正極性動作回路の回路図を（ｂ）は、負極性動作回路の回路図を表している。
図より、本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路は、正極性動作回路１と負極性動作回
路２とを備える。
【００２２】
正極性動作回路１は、所定の基準電圧に対して正の方向に向かって増減する正極性の入力
電圧を受け入れて、接続される容量性負荷の大小に関わらず正極性入力電圧に等しい値の
電圧を出力する部分である。ここで所定の電圧は、通常電源電圧ＶＤＤの１／２の電圧に
設定される。この電圧を以後中間電圧ＶＭと記す。又正極性入力電圧は、通常、画像の輝
度に応じた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）で表される。
【００２３】
即ち、正極性動作回路１は、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）を有する。この正極性帰還増
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けると、負極信号線の容量性負荷の充電を加速させる充電加速部と、を備えることを特徴
とする。



幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、上記正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）を受け入れて、接続されてい
る容量性負荷の寄生容量Ｃ１の大小に関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい
出力電圧を出力するボルテージフォロア型の帰還増幅器である。この出力電圧を以後正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）と記す。
【００２４】
この正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、入力側の（＋）ノードに正極性入力階調電圧ＤＡ
Ｃ（Ｐ）を入力し、その出力ノードから正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を入力側の（－
）ノードに帰還させている。又、この正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の出力ノードは正極
性制御スイッチＳＷ（Ｐ）を経て、液晶ディスプレイ用信号線の寄生容量Ｃ１に繋がるパ
ッドＰＡＤ（Ｐ）に接続される。
【００２５】
正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）は、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の出力ノードと正極性
出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を入力側の（－）ノードに帰還させる帰還ノードとの間に配置
される。この正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）と、インバータＩＮＶ１と、正極性帰還増幅
器ＡＭＰ（Ｐ）とで、正極性入力電圧増減検出部１１を構成している。
この正極性入力電圧増減検出部１１は、制御信号ＴＰを受け入れると、制御信号ＴＰがハ
イレベルの間正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）をオフし、容量性負荷（ここでは寄生容量Ｃ
１）の端子電圧（正極性電圧）を正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへ
帰還し、該端子電圧と、そのとき入力される正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とを比較し
て、該正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の増減を検出する部分である。
【００２６】
即ち、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）がオフされている場合には正極性入力階調電圧ＤＡ
Ｃ（Ｐ）が、寄生容量Ｃ１の端子電圧よりも大きいと、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）
が電源電圧ＶＤＤまで急激に増加する。又、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、寄生容
量Ｃ１の端子電圧よりも小さいと正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が中間電圧ＶＭまで急
激に減少する。この電圧変動から正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の絶対値の増減を容易
に検出することができる。
【００２７】
又、上記、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を入力側の（－）ノードに帰還させる帰還ノ
ードには、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が減少すると容量性負荷（寄生容量Ｃ１）の
放電を加速させる放電加速部１３（トランジスタＰ）が接続されている。
この放電加速部１３はＰ型のトランジスタからなり、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が
増加するとオフさせ、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が減少するとオンさせるべく、正
極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）を跨ぐようにして、トランジスタＰのゲートは正極性出力階
調電圧ＯＵＴ（Ｐ）を、トランジスタＰのドレインは寄生容量Ｃ１の端子電圧を受け入れ
、トランジスタＰのソースは上記中間電圧ＶＭに維持される。
【００２８】
負極性動作回路２は、所定の基準電圧に対して負の方向に向かって増減する負極性の入力
電圧を受け入れて、接続される容量性負荷の大小に関わらず負極性入力電圧に等しい値の
電圧を出力する部分である。ここで所定の電圧は、通常電源電圧ＶＤＤの１／２の電圧に
設定される。この電圧を以後中間電圧ＶＭと記す。又負極性入力電圧は、通常、画像の輝
度に応じた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）で表される。
【００２９】
即ち、負極性動作回路２は負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）を有する。この負極性帰還増幅
器ＡＭＰ（Ｎ）は、上記負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）を受け入れて、接続されている
容量性負荷の寄生容量Ｃ２の大小に関わらず負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出
力電圧を出力するボルテージフォロア型の帰還増幅器である。この出力電圧を以後負極性
出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）と記す。
【００３０】
この負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、入力側の（＋）ノードに負極性入力階調電圧ＤＡ
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Ｃ（Ｎ）を入力し、その出力ノードから負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を入力側の（－
）ノードに帰還させている。又、この負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の出力ノードは負極
性制御スイッチＳＷ（Ｎ）を経て、液晶ディスプレイ用信号線の寄生容量Ｃ２に繋がるパ
ッドＰＡＤ（Ｎ）に接続される。
【００３１】
負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）は、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の出力ノードと、負極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を入力側の（－）ノードに帰還させる帰還ノードとの間に配
置される。この負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）と、インバータＩＮＶ１と、負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）とで、負極性入力電圧増減検出部１２を構成している。
この負極性入力電圧増減検出部１２は、制御信号ＴＰを受け入れると、制御信号ＴＰがハ
イレベルの間、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）をオフし、容量性負荷（ここでは寄生容量
Ｃ２）の端子電圧（負極性電圧）を負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）へ帰還し、該端子電圧
と、そのとき入力される負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とを比較して、該負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の増減を検出する部分である。
【００３２】
即ち、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）をオフされている場合には、負極性入力階調電圧Ｄ
ＡＣ（Ｎ）が、寄生容量Ｃ２の端子電圧（負極性電圧）よりも大きいと、負極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｎ）がグランド電圧ＶＳＳまで急激に増加する。又、負極性入力階調電圧Ｄ
ＡＣ（Ｎ）が、寄生容量Ｃ２の端子電圧よりも小さいと負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
が中間電圧ＶＭまで急激に減少する。この電圧変動から負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）
の絶対値の増減を容易に検出することができる。
【００３３】
又、上記、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を入力側の（－）ノードに帰還させる帰還ノ
ードには、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が減少すると容量性負荷（寄生容量Ｃ２）の
充電を加速させる充電加速部１４（トランジスタＮ）が接続されている。
この充電加速部１４はＮ型のトランジスタからなり、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）が
増加するとオフさせ、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）が減少するとオンさせるべく、負
極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）を跨ぐようにして、トランジスタＮのゲートは負極性出力階
調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を、トランジスタＮのドレインは寄生容量Ｃ２の端子電圧を受け入れ
、トランジスタＮのソースは上記中間電圧ＶＭに維持される。
【００３４】
次に、基本構成部分の動作について説明する。
図２は、基本構成部分の動作のタイムチャートである。
図の上から順番に、（ａ）は、制御信号ＴＰを、（ｂ）は、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（
Ｐ）、及び、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）を、（ｃ）は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ
（Ｐ）、及び、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を、（ｄ）は、パッドＰＡＤ（Ｐ）での
正極性階調電圧、及び、パッドＰＡＤ（Ｎ）での負極性階調電圧を、（ｅ）は、全てに共
通の時刻を表している。ここで、ＶＤＤは、電源電圧を、ＶＳＳは、グランド電圧を、Ｖ
Ｍは、上記中間電圧を各々表し、ＶＵ１～ＶＵ３は、正極性階調電圧レベルを、ＶＤ１～
ＶＤ３は、負極性階調電圧レベルを表している。
【００３５】
各時刻に従って、図１を参照しながら説明する。
・時刻Ｔ１
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧（寄生容量Ｃ１の
電圧）に接続切換される。
【００３６】
このとき、それまでＶＵ１に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が増加を始
めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパッ
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ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧は、ＶＵ１に維持されたままなので正極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｐ）は急激に増加して電源電圧ＶＤＤに達してしまう。このときトランジスタＰは
オフされたままなのでパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧は、それまでのＶＵ１に維持
され続ける。
【００３７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧
に接続切換される。
【００３８】
このとき、それまでＶＤ１に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が増加を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、ＶＤ１に維持されたままなので負極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｎ）は急激に増加しグランド電圧ＶＳＳに達してしまう。このときトランジスタＮ
はオフされたままなのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧は、それまでのＶＤ１に維持され続け
る。
【００３９】
・時刻Ｔ２
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ３に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も電源電圧ＶＤＤに達する。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ３に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）もグランド電圧ＶＳＳに達する。このときパッドＰＡＤ（
Ｐ）の正極性階調電圧は、ＶＵ１に維持され続け、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧
も、ＶＤ１に維持され続ける。
【００４０】
・時刻Ｔ３
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、パッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される
。正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量Ｃ１の大小に
関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の
制御動作を開始する。
【００４１】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
に接続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生
容量Ｃ２の大小に関わらず負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する
帰還増幅器本来の制御動作を開始する。
【００４２】
・時刻Ｔ４
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還制御によって正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。同様に負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還制御によって負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。
【００４３】
・時刻Ｔ５
パッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）よりも少し遅
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れて正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。ここで、時刻Ｔ
３～時刻Ｔ５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧と正極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｐ）間での電位差は、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）の導通抵抗やパッドＰＡＤ（
Ｐ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【００４４】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
よりも少し遅れて負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。こ
こで、時刻Ｔ３～時刻Ｔ５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧と負極性出
力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）間での電位差は、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）の導通抵抗やパ
ッドＰＡＤ（Ｎ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えら
れる。
【００４５】
・時刻Ｔ６
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧に接続切換される
。
【００４６】
このとき、それまでＶＵ３に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が減少を始
めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧よりも正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が小さくなるので
正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に減少を開始する。同時にトランジスタＰはオン
されるのでパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧も減少を開始する。
【００４７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧
に接続切換される。
【００４８】
このとき、それまでＶＤ３に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が減少を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧よりも負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が小さくなるので
負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は急激に減少を開始する。同時にトランジスタＮはオン
されるのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧も減少を開始する。
【００４９】
・時刻Ｔ７
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ２に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も中間電圧ＶＭに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｐ）での正極性階調
電圧も、トランジスタＰがオンしているので減少を続けている。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ２に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）も中間電圧ＶＭに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｎ）で
の負極性階調電圧も、トランジスタＮがオンしているので減少を続けている。
【００５０】
・時刻Ｔ８
パッドＰＡＤ（Ｐ）での正極性階調電圧がこの時刻でＶＵ２となり正極性入力階調電圧Ｄ
ＡＣ（Ｐ）とパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧との差が０になり、正極性出力階調電
圧ＯＵＴ（Ｐ）は正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）と等しくなる。従ってトランジスタＰ
はオフされる。その結果パッドＰＡＤ（Ｐ）での電圧の減少も停止する。
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【００５１】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｎ）での負極性階調電圧がこの時刻でＶＤ２となり負極性入
力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧との差が０になり、負極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）と等しくなる。従ってト
ランジスタＮはオフされる。その結果パッドＰＡＤ（Ｎ）での電圧の減少も停止する。
【００５２】
・時刻Ｔ９
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、パッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される
。正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量Ｃ１の大小に
関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の
制御動作を開始する。
【００５３】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
に接続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生
容量Ｃ２の大小に関わらず負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する
帰還増幅器本来の制御動作を開始する。
以下同様の動作を繰り返すことになる。
【００５４】
以上の動作説明の中で留意すべき点は以下の通りである。
・留意点１
正極性動作回路１では、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が減る方向に変化する場合には
、制御信号ＴＰがハイレベルのときにトランジスタＰ（放電加速部１３）が信号線等の寄
生容量Ｃ１に蓄えられているプラス電荷を一旦放出（放電）させている。
同様に、負極性動作回路２では、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が減る方向に変化する
場合には、制御信号ＴＰがハイレベルのときにトランジスタＮ（充電加速部１４）が信号
線等の寄生容量Ｃ１に蓄えられているマイナス電荷を一旦放出（充電）させている。
【００５５】
・留意点２
正極性動作回路１では、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）を備え、制御信号ＴＰがハイレベ
ルの間、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還電圧を正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）か
らパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧に変更し、パッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧
と正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とを比較し、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の絶対
値が小さい場合には、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）が急激に減少するのでトランジス
タＰ（放電加速部１３）がオンされる。
【００５６】
同様にして、負極性動作回路２では、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）を備え、制御信号Ｔ
Ｐがハイレベルの間、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還電圧を負極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧に変更し、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負
極性階調電圧と負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とを比較し、負極性入力階調電圧ＤＡＣ
（Ｎ）が小さい場合には、負極性出力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が急激に減少するのでトラン
ジスタＮ（充電加速部１４）がオンされる。
【００５７】
以上で、本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路の基本構成部分の内容説明を終了し、
次に、本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路の全体構成とその動作について説明する
。
図３は、本発明の構成のブロック図である。
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図より、本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路は、正極性動作回路１、負極性動作回
路２、充放電相殺部３、信号線切換部４、中間電位生成部５とを備える。
【００５８】
正極性動作回路１は、既に説明したように中間電圧ＶＭから正の方向に向かって増減する
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）を受け入れて、接続される信号線の容量性負荷の大小に
関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい値の正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）
を出力する部分である。ここで中間電圧ＶＭは、上記の通り通常、電源電圧ＶＤＤの１／
２の電圧に設定される。正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）は、通常、画像の輝度に応じた
階調電圧である。
【００５９】
負極性動作回路２は、既に説明したように中間電圧ＶＭから負の方向に向かって増減する
負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）を受け入れて、接続される信号線の容量性負荷の大小に
関わらず負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい値の負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
を出力する部分である。ここで中間電圧ＶＭは、上記の通り通常、電源電圧ＶＤＤの１／
２の電圧に設定される。負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）は、通常、画像の輝度に応じた
階調電圧である。
【００６０】
充放電相殺部３は、接続される信号線の容量性負荷への充放電を補償すべくＰ型トランジ
スタのソースとＮ型トランジスタのソースを浮動状態に相互に接続する部分である。この
ように構成することよって正極性動作回路１のトランジスタＰを介する充放電と、負極性
動作回路２のトランジスタＮを介する充放電とを相互に補償して、回路全体としての消費
電流を低減させる部分である。
【００６１】
信号線切換部４は、２本の信号線の間で所定の継続時間毎に正極性動作回路１及び負極性
動作回路２の接続切換を実行する部分である。図中の反転信号ＲＥＶがローレベルのとき
インバータＩＮＶ２の両端に接続されているトランジスタＰ３３とトランジスタＮ３２が
オンし、正極性動作回路１の出力がパッドＰＡＤ（Ｎ）に、負極性動作回路２の出力がパ
ッドＰＡＤ（Ｐ）に、それぞれ供給される。このときトランジスタＰ３２とトランジスタ
Ｎ３３はオフしている。
【００６２】
同様に、信号線切換部４は、図中の反転信号ＲＥＶがハイレベルのときインバータＩＮＶ
２の両端に接続されているトランジスタＰ３２とトランジスタＮ３３がオンし、正極性動
作回路１の出力がパッドＰＡＤ（Ｐ）に、負極性動作回路２の出力がパッドＰＡＤ（Ｎ）
に、それぞれ供給される。このときトランジスタＰ３３とトランジスタＮ３２はオフして
いる。
【００６３】
中間電位生成部５は、２本の信号線の間で所定の継続時間毎に正極性動作回路１及び負極
性動作回路２の接続切換を実行すると制御スイッチＳＷ３を短絡し、信号線の寄生容量Ｃ
１及び寄生容量Ｃ２に充電されている電荷を一旦、中間電圧ＶＭに戻す部分である。
図中のプリチャージ信号ＳＨをハイレベルに変化させるとスイッチＳＷ３がオンされ、ス
イッチＳＷ３→パッドＰＡＤ（Ｐ）→寄生容量Ｃ１→寄生容量Ｃ２→パッドＰＡＤ（Ｎ）
→スイッチＳＷ３へのループが構成され寄生容量Ｃ１と寄生容量Ｃ２に蓄えられている電
荷が一旦放出される。寄生容量Ｃ１と寄生容量Ｃ２の共通接続点は、中間電圧ＶＭに保持
されている。
【００６４】
次に、本発明による液晶ディスプレイ用駆動回路の動作について説明する。
図４は、本発明による液晶駆動回路の動作のタイムチャートである。
図の上から順番に、（ａ）は、制御信号ＴＰを、（ｂ）は、反転信号ＲＥＶを（ｃ）は、
プリチャージ信号ＳＨを、（ｄ）は、正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）、及び、負極性入
力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）を、（ｅ）は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）、及び、負極性
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出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）を、（ｆ）は、パッドＰＡＤ（Ｐ）での正極性及び負極性階調
電圧を、（ｇ）は、パッドＰＡＤ（Ｎ）での負極性及び正極性階調電圧を、（ｈ）は、全
てに共通の時刻を表している。ここで、ＶＤＤは、電源電圧を、ＶＳＳは、グランド電圧
を、ＶＭは、上記中間電圧を各々表し、ＶＵ１～ＶＵ３は、正極性階調電圧レベルを、Ｖ
Ｄ１～ＶＤ３は、負極性階調電圧レベルを表している。
【００６５】
各時刻に従って、図３を参照しながら説明する。
・時刻ｔ１
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧に接続切換される
。反転信号ＲＥＶはローレベルなので正極性動作回路１はパッドＰＡＤ（Ｎ）に接続され
、負極性動作回路２はパッドＰＡＤ（Ｐ）に接続されているからである。
【００６６】
このとき、それまでＶＵ２に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の絶対値が
増加を始めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ
）とパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここ
でパッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧は、ＶＵ２に維持されたままなので正極性出力階調電圧ＯＵ
Ｔ（Ｐ）の絶対値は急激に増加して電源電圧ＶＤＤに達してしまう。このときトランジス
タＰはオフされたままなのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧は、それまでのＶＵ２
に維持され続ける。
【００６７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧
に接続切換される。
【００６８】
このとき、それまでＶＤ２に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が増加を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧は、ＶＤ２に維持されたままなので負極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｎ）は急激に増加されグランド電圧ＶＳＳに達してしまう。このとき充放電相殺部
３のトランジスタＮはオフされたままなのでパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧は、そ
れまでのＶＤ２に維持され続ける。
【００６９】
・時刻ｔ２
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ３に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も電源電圧ＶＤＤに達する。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ３に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）もグランド電圧ＶＳＳに達する。このときパッドＰＡＤ（
Ｎ）の電圧は、ＶＵ２に維持され続け、パッドＰＡＤ（Ｐ）の電圧も、ＶＤ２に維持され
続ける。
【００７０】
・時刻ｔ３
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧はパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される。
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量の大小に関わら
ず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の制御動
作を開始する。
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【００７１】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
に接続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生
容量の大小に関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する帰還
増幅器本来の制御動作を開始する。
【００７２】
・時刻ｔ４
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還制御によって正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。同様に負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還制御によって負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。
【００７３】
・時刻ｔ５
パッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）よりも少し遅
れて正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。ここで、時刻ｔ
３～時刻ｔ５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧と正極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｐ）間での電位差は、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）の導通抵抗やパッドＰＡＤ（
Ｎ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【００７４】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
よりも少し遅れて負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。こ
こで、時刻ｔ３～時刻ｔ５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧と負極性出
力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）間での電位差は、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）の導通抵抗やパ
ッドＰＡＤ（Ｐ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えら
れる。
【００７５】
・時刻ｔ６
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧に接続切換される
。反転信号ＲＥＶがハイレベルに変化しているので正極性動作回路１はパッドＰＡＤ（Ｐ
）に接続され、負極性動作回路２はパッドＰＡＤ（Ｎ）に接続されるからである。このと
き、プリチャージ信号ＳＨがハイレベルになるのでパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧
は、一旦、中間電圧ＶＭに向かって減少し始める。
【００７６】
このとき、それまでＶＵ３に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、減少を
始めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパ
ッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧は、中間電圧ＶＭに向かって変化中なので正極性出力階
調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に電源電圧ＶＤＤに向かって増加する。
【００７７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧
に接続切換される。反転信号ＲＥＶがハイレベルに変化しているので正極性動作回路１は
パッドＰＡＤ（Ｐ）に接続され、負極性動作回路２はパッドＰＡＤ（Ｎ）に接続されるか
らである。このとき、プリチャージ信号ＳＨがハイレベルになるのでパッドＰＡＤ（Ｎ）
の正極性階調電圧は、一旦、中間電圧ＶＭに向かって減少し始める。
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【００７８】
このとき、それまでＶＤ３に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、減少を
始めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパ
ッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、中間電圧ＶＭに向かって変化中なので正極性出力階
調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に電源電圧ＶＤＤに向かって増加する。
【００７９】
・時刻ｔ７
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ１に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も電源電圧ＶＤＤに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調
電圧は、一旦、中間電圧ＶＭに戻される。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ１に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）もグランド電圧ＶＳＳに達する。このときパッドＰＡＤ（
Ｎ）の正極性階調電圧は、一旦、中間電圧ＶＭに戻される。
【００８０】
・時刻ｔ８
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧はパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の中間電圧ＶＭから正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される。正
極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量の大小に関わらず
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の制御動作
を開始する。
【００８１】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｎ）の中間電圧ＶＭから負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）に
接続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生容
量の大小に関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する帰還増
幅器本来の制御動作を開始する。
【００８２】
・時刻ｔ９
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還制御によって正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ１に等しくなる。同様に負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還制御によって負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ１に等しくなる。
【００８３】
・時刻ｔ１０
パッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）よりも少し遅
れて正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ１に等しくなる。ここで、時刻ｔ
８～時刻ｔ１０に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧と正極性出力階調電圧
ＯＵＴ（Ｐ）間での電位差は、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）の導通抵抗やパッドＰＡＤ
（Ｐ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【００８４】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）よりも少し
遅れて負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ１に等しくなる。ここで、時刻
ｔ８～時刻ｔ１０に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧と負極性出力階調電
圧ＯＵＴ（Ｎ）間での電位差は、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）の導通抵抗やパッドＰＡ
Ｄ（Ｎ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【００８５】
・時刻ｔ１１
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制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧に接続切換される
。
【００８６】
このとき、それまでＶＵ１に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が増加を始
めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッドＰＡＤ（Ｐ
）の電圧は、ＶＵ１に維持されたままなので正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に増
加して電源電圧ＶＤＤに向かう。このときトランジスタＰはオフされたままなのでパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の電圧は、それまでのＶＵ１に維持され続ける。
【００８７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧
に接続切換される。
【００８８】
このとき、それまでＶＤ１に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が増加を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、ＶＤ１に維持されたままなので負極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｎ）は急激に増加してグランド電圧ＶＳＳに向かう。このときトランジスタＮはオ
フされたままなのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧は、それまでのＶＤ１に維持され続ける。
【００８９】
・時刻ｔ１２
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ２に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も電源電圧ＶＤＤに達する。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ２に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）もグランド電圧ＶＳＳに達する。このときパッドＰＡＤ（
Ｐ）の電圧は、ＶＵ１に維持され続け、パッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧も、ＶＤ１に維持され
続ける。
【００９０】
・時刻ｔ１３
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧はパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の正極性電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される。正極
性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量の大小に関わらず正
極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の制御動作を
開始する。
【００９１】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）に接
続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量
の大小に関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅
器本来の制御動作を開始する。
【００９２】
・時刻ｔ１４
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還制御によって正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ２に等しくなる。同様に負極性帰還増
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幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還制御によって負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ２に等しくなる。
【００９３】
・時刻ｔ１５
パッドＰＡＤ（Ｐ）の電圧は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）よりも少し遅れて正極性
入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ２に等しくなる。ここで、時刻ｔ１３～時刻
ｔ１５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧と正極性出力階調電圧ＯＵＴ（
Ｐ）間での電位差は、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）の導通抵抗やパッドＰＡＤ（Ｐ）に
至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【００９４】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
よりも少し遅れて負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ２に等しくなる。こ
こで、時刻ｔ１３～時刻ｔ１５に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧と負極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）間での電位差は、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）の導通抵抗
やパッドＰＡＤ（Ｎ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考
えられる。
【００９５】
・時刻ｔ１６
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧に接続切換される
。反転信号ＲＥＶがローレベルに変化したので正極性動作回路１はパッドＰＡＤ（Ｎ）に
接続され、負極性動作回路２はパッドＰＡＤ（Ｐ）に接続されるからである。このとき、
プリチャージ信号ＳＨがハイレベルになるのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、
一旦、中間電圧ＶＭに向かって減少し始める。
【００９６】
このとき、それまでＶＵ２に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が増加を始
めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の負極性階調電圧は、中間電圧ＶＭに向かって変化中なので正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に増加を開始する。
【００９７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧
に接続切換される。反転信号ＲＥＶがハイレベルに変化しているので正極性動作回路１は
パッドＰＡＤ（Ｎ）に接続され、負極性動作回路２はパッドＰＡＤ（Ｐ）に接続されるか
らである。このとき、プリチャージ信号ＳＨがハイレベルになるのでパッドＰＡＤ（Ｐ）
の正極性階調電圧は、一旦、中間電圧ＶＭに向かって減少し始める。
【００９８】
このとき、それまでＶＤ２に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が増加を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧は、中間電圧ＶＭに向かって変化中なので負極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｎ）は急激に増加を開始する。
【００９９】
・時刻ｔ１７
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ３に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も電源電圧ＶＤＤに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧は、一
旦中間電圧ＶＭに戻される。
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同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ３に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）もグランド電圧ＶＳＳに達する。このときパッドＰＡＤ（
Ｐ）の電圧は、一旦中間電圧ＶＭに戻される。
【０１００】
・時刻ｔ１８
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）入力側の（－）ノードへの帰還電圧はパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される。正極性帰還
増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量の大小に関わらず正極性入
力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の制御動作を開始す
る。
【０１０１】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｐ）の電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）に接続切換
される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量の大小
に関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来
の制御動作を開始する。
【０１０２】
・時刻ｔ１９
正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の帰還制御によって正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は、
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。同様に負極性帰還増
幅器ＡＭＰ（Ｎ）の帰還制御によって負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は、負極性入力階
調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。
【０１０３】
・時刻ｔ２０
パッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧は、正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）よりも少し遅
れて正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）の変化後の値ＶＵ３に等しくなる。ここで、時刻ｔ
１８～時刻ｔ２０に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧と正極性出力階調電
圧ＯＵＴ（Ｐ）間での電位差は、正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ）の導通抵抗やパッドＰＡ
Ｄ（Ｎ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考えられる。
【０１０４】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
よりも少し遅れて負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）の変化後の値ＶＤ３に等しくなる。こ
こで、時刻ｔ１８～時刻ｔ２０に至る間でのパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧と負極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）間での電位差は、負極性制御スイッチＳＷ（Ｎ）の導通抵抗
やパッドＰＡＤ（Ｐ）に至る線路の浮遊容量等によって過渡的に吸収されているものと考
えられる。
【０１０５】
・時刻ｔ２１
制御信号ＴＰがハイレベルに変化し、それまでオンしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオフし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、正極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）からパッドＰＡＤ（Ｎ）の電圧に接続切換される。
【０１０６】
このとき、それまでＶＵ３に維持されていた正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が減少を始
めると、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、この正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧よりも正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が小さくなるので
正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）は急激に減少を開始する。同時にトランジスタＰはオン
されるのでパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧も減少を開始する。
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【０１０７】
同様にして、制御信号ＴＰがハイレベルに変化すると、それまでオンしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）もオフし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）からパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧
に接続切換される。
【０１０８】
このとき、それまでＶＤ３に維持されていた負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が減少を始
めると、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、この負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッ
ドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧とを比較し、その差を増幅して出力する。ここでパッド
ＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧よりも負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が小さくなるので
負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は急激に減少を開始する。同時にトランジスタＮはオン
されるのでパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧も減少を開始する。
【０１０９】
・時刻ｔ２２
正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）が、ＶＵ２に達すると、これに追随して正極性出力階調
電圧ＯＵＴ（Ｐ）も中間電圧ＶＭに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｎ）での正極性階調
電圧も、トランジスタＰがオンしているので減少を続けている。
同様にして、負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）が、ＶＤ２に達すると、これに追随して負
極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）も中間電圧ＶＭに達する。このときパッドＰＡＤ（Ｐ）で
の正極性階調電圧も、トランジスタＮがオンしているので減少を続けている。
【０１１０】
・時刻ｔ２３
パッドＰＡＤ（Ｎ）での正極性階調電圧がこの時刻でＶＵ２となり正極性入力階調電圧Ｄ
ＡＣ（Ｐ）とパッドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧との差が０になり、正極性出力階調電
圧ＯＵＴ（Ｐ）は正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）と等しくなる。従ってトランジスタＰ
はオフされる。その結果パッドＰＡＤ（Ｎ）での正極性階調電圧の減少も停止する。
【０１１１】
同様にして、パッドＰＡＤ（Ｐ）での負極性階調電圧がこの時刻でＶＤ２となり負極性入
力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）とパッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧との差が０になり、負極
性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）は負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）と等しくなる。従ってト
ランジスタＮはオフされる。その結果パッドＰＡＤ（Ｐ）での負極性階調電圧の減少も停
止する。
【０１１２】
・時刻ｔ２４
制御信号ＴＰがローレベルに変化し、それまでオフしていた正極性制御スイッチＳＷ（Ｐ
）はオンし、正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）の入力側（－）ノードへの帰還電圧は、パッ
ドＰＡＤ（Ｎ）の正極性階調電圧から正極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｐ）に接続切換される
。正極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｐ）は、接続されている容量性負荷の寄生容量Ｃ１の大小に
関わらず正極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｐ）に等しい出力電圧を出力する帰還増幅器本来の
制御動作を開始する。
【０１１３】
同様にして、制御信号ＴＰがローレベルに変化すると、それまでオフしていた負極性制御
スイッチＳＷ（Ｎ）はオンし、負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）の入力側（－）ノードへの
帰還電圧は、パッドＰＡＤ（Ｐ）の負極性階調電圧から負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）
に接続切換される。負極性帰還増幅器ＡＭＰ（Ｎ）は、接続されている容量性負荷の寄生
容量Ｃ２の大小に関わらず負極性入力階調電圧ＤＡＣ（Ｎ）に等しい出力電圧を出力する
帰還増幅器本来の制御動作を開始する。
以下同様の動作を繰り返すことになる。
【０１１４】
以上の説明では、放電加速部又は充電加速部は、ゲートが正極性帰還増幅器の正極性出力
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電圧を、ドレインが容量性負荷の正極性電圧を受け入れて、ソースが前記所定の基準電圧
に維持される電界効果トランジスタから成る場合に限定して説明したが、本発明はこの例
に限定されるものでは無い。即ち、オン・オフ切換できるスイッチング素子であれば如何
なる種類の素子であっても良い。
又、制御スイッチとしては、Ｐ型トランジスタとＮ型トランジスタとを一対にしたトラン
ジスタスイッチに限定して説明したが、本発明はこの例に限定されるものではない。即ち
、制御信号を受け入れてオン・オフできるスイッチであれば如何なる種類のものであって
も良い。
【０１１５】
【発明の効果】
以上説明したように、容量性負荷の放電を加速させる放電加速部と正極性出力階調電圧Ｏ
ＵＴ（Ｐ）の減少を検出するための正極性入力電圧増減検出部を正極性動作回路に、容量
性負荷の充電を加速させる充電加速部と負極性出力階調電圧ＯＵＴ（Ｎ）の減少を検出す
るための負極性入力電圧増減検出部を負極性動作回路に備えることによって以下の効果を
得る。
１、正極性動作回路と負極性動作回路の切換周期に関係なく、且つ、隣接するドットの輝
度レベルに関係なく良好な画像再現特性を得ることができる。
２、本発明によって追加される素子の数が少ないのでコストアップを最小限に抑えること
ができる。
３、更に、充電加速部と放電加速部とを浮動状態に相互に接続する充放電相殺部を備える
ことによって回路全体としての消費電流を低減させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の基本構成部分のブロック図である。
【図２】基本構成部分の動作のタイムチャートである。
【図３】本発明の構成のブロック図である。
【図４】本発明による液晶駆動回路の動作のタイムチャートである。
【図５】従来の液晶駆動回路の回路図である。
【符号の説明】
１　正極性動作回路
２　負極性動作回路
１１　正極性入力電圧増減検出部
１２　負極性入力電圧増減検出部
１３　放電加速部
１４　充電加速部
ＡＭＰ（Ｐ）　正極性帰還増幅器
ＡＭＰ（Ｎ）　負極性帰還増幅器
ＤＡＣ（Ｐ）　正極性入力階調電圧
ＤＡＣ（Ｎ）　負極性入力階調電圧
ＯＵＴ（Ｐ）　正極性出力階調電圧
ＯＵＴ（Ｎ）　負極性出力階調電圧
ＳＷ（Ｐ）　正極性制御スイッチ
ＳＷ（Ｎ）　負極性制御スイッチ
ＴＰ　制御信号
ＶＭ　中間電圧
ＩＮＶ１　インバータ
ＰＡＤ（Ｐ），ＰＡＤ（Ｎ）　パッド
Ｃ１、Ｃ２　寄生容量
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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